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● のカリキュラムデザインLIFE

７０時間学 年 高等学校１年 時間数

人間と人間の文化について学ぶテーマ

－人間の文化や人間についての科学的な理解をめざして－

科学と芸術 文化理解 人間理解 探究と考察 表現キーワード

人間と人間がつくり出した文化を正しく理解するためには，その人

の価値観に立って理解することが大切になる。ＬＩＦＥⅣでは，自然

科学・芸術などの文化事象を取り上げ，それらが生み出された社会の

歴史的特質や地域的特質を明らかにしながら探究していく。その際，概 要

実験の再現やコンピュ－タでのシュミレ－ション，表現や鑑賞体験学

習などの活動を行うことで，生徒の興味・関心を高めながら文化理解

の方法を身につけていくことができるようにする。

１．学習の目標・ねらい

グロ－バル化が進む現代社会においては，それぞれの文化の違いを理解し，尊重するこ

とが求められており，異文化理解，国際理解の必要性がいわれている。人間や人間がつく

り出した文化を正しく理解するには，その文化の価値体系にもとづいて理解しなくてはな

らない。つまり，自分の価値観ではなく，相手の価値観に立ってその文化を理解できる能

力を身につけなければならないのである。そのためには，文化を創り出した時代の特質や

人々の価値観を理解し，人間の営みに共感できることが大切である。

そこで，高校１年生で実施する「ＬＩＦＥⅣ 人間と人間の文化について学ぶ」では人

間の創り出した文化の中から自然科学や芸術分野などの文化事象を取り上げ 「このよう，

な文化事象は，なぜ，どのようにして生み出されてきたのか」という視点で，それらが生

み出された社会の歴史的特質や地域的特質をもとに，人々のものの見方や考え方とのかか

わりの中で探究していく活動を設定する。

そのような学習活動を通して，文化に対する理解の方法（文化理解の枠組み）を身につ

けるとともに，様々な文化に対する理解を一層深めることができると考える。また，様々

な文化事象に出会ったときに，ここでの学び方を生かし，その文化が生み出された社会の

， 。価値観で理解しようとしたり その社会に生きる人々の営みに共感したりできると考える

このことは，生徒が人間のありかたや自分の生きかたについて考えながら主体的に生きて

いくことにつながると考える。
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２．育まれる能力

（１）様々な文化に興味・関心をもち，それらを探究する活動に主体的・意欲的に取り組

む能力

（２）それぞれの文化が生み出された社会の価値観をもとに，人間や文化への理解を深め

る能力

（３）それぞれの社会で生み出された文化を大切にしようとする態度

３．評価の観点

（１）様々な文化事象やその背景を探ることに興味・関心をもち，実験・分析，調べ学習

表現や鑑賞，創作の活動などに意欲的・創造的に取り組むことができたか。

（２）文化が生み出された社会の価値観に基づいて理解するという，文化理解の枠組みが

身についたか。

（３）人間の生み出した多様な文化の理解を通して，人間のありかたや生きかたについて

の考えを深めることができたか。

４．評価の方法

（１）探究活動の様子の評価

（２）学習カ－ド・ワ－クシ－ト，生徒の活動の記録を活用した評価

（３）探究内容をまとめたレポ－トや作品，グル－プ研究の発表による評価

※ＬＩＦＥⅣ 単元の構成

［テ－マ１ 自然科学分野］科学的にものごとをとらえるという近代的なものの見方・考

え方について，実験・分析，調べ学習などの活動を通して探究していく。

［テ－マ２ 芸術分野］東洋と西洋の文化を比較しながら，その背景にある人々の生活，

歴史的・地理的な特質から生じるものの見方・考え方について，表現や鑑賞，創作の活

動などを通して探究していく。

人間と人間の文化について学ぶ

自然科学

実験・探究・分析の能力や態度 ※知の総合化

文化の背景探究 社会・生活・宗教

文化理解の方法 自然・歴史

芸 術 ※生きる力の伸長

感性・創造性，表現の能力や態度

人間のあり方

自己の生き方
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（７０時間扱い）６．年間指導計画

単元名 学習のテーマ・ねらい 学習の具体的な内容

ガイダンス ◎年間の学習の概要提示 ◇「人間と人間の文化」について

の学習内容を知る。

テーマ１

ガリレオになろう ◎落体の運動を調べる。 ◇自然落下運動をストロボ撮影し「 」

た画像を分析させ，落体の運動を

考えさせる。測定器具を限定し，

どのような測定方法があるか考え

させること通してガリレイの実験

上の工夫にふれる。

◎測定する対象を考える。 ◇グル－プごとに「速さ」を測定

する対象を考える。測定の留意点

を明確にし，測定の方針，実験・

調査の方法を検討する。

◎実験・分析 ◇実験デ－タから帰納的に予測

し，数式化できるものがあれば試

みる。実験の方法，経緯，実験・

分析結果からわかったことについ

てレポ－トを作成する。

◎歴史研究 ◇実験したことが，歴史的にはど

のように考えられてきたか調べ

る （図書やインタ－ネット等）。

調べたことをもとにレポ－トを作

成する。

◎プレゼンテ－ションの作成 ◇作成したレポ－トをもとにプレ

ゼンテ－ションを作成する。

◎プレゼンテ－ション練習 ◇完成した作品をもとに，プレゼ

ンテ－ションの練習を行い，時間

内に的確に表現できるようにす

る。

◎研究発表 ◇グル－プごとにプレゼンテ－シ

ョンソフトを利用して成果の発表

を行う。
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テーマ２－１

日本と西洋の音楽文 ◎いろいろな楽譜 ◇五線を使わずに「ふるさと」を

化を比較する 聞いて楽譜をつくる。

◇西洋の楽譜と日本伝統音楽の楽

譜について比較し，その違いやそ

こに見られる考え方の違いについ

て考える。

◎指揮者の存在 ◇指揮者のある，なしで音楽がど

う変わるか，手拍子合わせなどを

行ったり，オ－ケストラ演奏を鑑

賞して指揮者の役割について考え

たりする。

◎西洋と東洋の合奏形態 ◇ オ－ケストラ と 雅楽 オ「 」 「 」「

ペラと歌舞伎」を比較し，指揮者

がいない日本伝統音楽ではどのよ

うに合わせているのか考える。

◎日本の伝統音楽への ◇雅楽の歴史，楽器の役割，楽譜

チャレンジ の見方，伝承の方法の理解。

①雅楽 ◇実演とその音楽から日本文化に

ついて考える。

， 。②尺八 ◇尺八曲の鑑賞 尺八作りと演奏

多彩な音色や間など特徴と日本文

化との関係を考察する。

， 。③箏 ◇箏曲の鑑賞 簡単な箏曲の演奏

多様な奏法と日本文化との関係を

考察する。

④まとめ ◇活動の感想や気付き，わかった

ことなどを発表する。

◎いろいろな声 ◇世界中のいろいろな発声や歌声

とその背景にある考え方について

知る （地声の合唱，民謡裏声，。

ケチャ，ホ－ミ－等）

◇ケチャとホ－ミ－に挑戦。

◎学習のまとめ ◇本単元の学習での自分の考えの

深まりについてまとめる。
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テーマ２ー２

視覚の世界を探究し －中世と近代，西洋と東洋，そ

◇西洋の科学的合理主義の始まりよう れぞれのものの見方とらえ方－

◎作品の鑑賞と考察 であるレオナルド・ダ・ヴィンチ

「最後の晩餐 ， ラファエルロ（課題の発見） 」

「アテネの学童 ，日本の中世・」

近世の作品「源氏物語絵巻 ，北」

斎「富岳三六景 ，２０世紀のピ」

カソの作品「ゲルニカ 「卓上の」

静物」を鑑賞しその作品の背景に

ついてのポイントを整理する。

◎表現手法の演習（体験活動） ◇レオナルドのパースペクティ

ブ，日本の俯瞰図，ピカソのキュ

ービスムの手法を応用して描くこ

とによって，その概念を理解し，

その時代のものの見方やとらえ方

についての理解を深める。

作家の生涯や業績，その時代・◎作品の背景を探究 ◇

地域・民族・文化の背景について（探究活動）

調べる。

◇関連する文献やスケッチ・絵画

などを調べ，その時代の人々のも

のの考え方，生き方，世界観など

について考察する。

◎比較と考察 ◇「東洋と西洋 「レオナルド」，

パ（考察とまとめ） とピカソ 「中世と近現代 「」， 」，

－スペクティブとキュ－ビスム」

など，様々な切り口から考察を試

みる。

◇探究・考察したことをレポート

にまとめる。

テーマ２－３

文字の歴史を考える －西洋と東洋の文字の違いか

ら，その文化的な差を探る－

◎書いてみよう・刻んでみよう ◇三種類の葦のペン（割り箸）で

－楔形文字・ヒエログリフ・甲 年度板に楔形文字を刻む。
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骨文字－ ◇ヒエログリフや甲骨文字で自分

の名前を書いてみる。

◎書字方向について ◇現在のアルファベットと同じ書

－縦書きと横書きの違い－ き方の楔形文字，４通りの書き方

があるヒエログリフ，２通りの縦

書の方法がある甲骨文字は，それ

ぞれどう生まれ，それぞれの文字

にどのような影響を与えたのか探

る。

◎手書き文字の歴史 ◇手書き文字の歴史をたどりなが

－西洋では・東洋では？－ ら，３つの文字を書くようになっ

た理由を探る。

◇実際にどのように書かれたかを

映画「薔薇の名前」で確認 ・実。

際使用されたようなペンでゴシッ

ク体等の書体を書く。

◇毛筆との違いを確認する。

◎日本における文字使用の歴史 ◇文字のなかった日本で，漢字を

取り入れて日本語を表現していく

過程を考える。

◎表意文字から表音文字へ ◇始めは絵文字，つまり表意文字

だったのが，ほとんどの国で表音

文字を使っている理由について，

日本で漢字を取り入れた経緯を参

考に考える。

◎印刷の歴史 ◇中国で生まれた金属活字による

－西洋と東洋で印刷はどう扱わ 印刷とグ－テンベルグの活版印刷

れたか－ を比べ，その後の普及の仕方など

から文化の違いを探る。

◎西洋・中国・日本における文 ◇漢字を散り入れて現在の仮名を

字文化 つくっていく過程，特に濁音や半

濁音の扱いを中心に調べる。

ＬＩＦＥⅣのまとめ ◎年間の活動をふりかえったま ◇「人間と人間の文化について学

とめ ぶ」の学習を通して，自分の見方

◇考え方が深まったことや感じた

ことなどをレポ－トにまとめる。


